
広
島
・
車
戸
千
軒
町
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
広
島
県
福
山
市
草
戸
町

２
　
調
査
期
間
　
　
第
四
二

・
四
三
次
調
査
　
一
九
八
九
年
（平
１
）
四
月
ｉ

一

九
九
〇
年
六
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
広
島
県
草
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
松
下
正
司

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
ぞ
江
戸
時
代

（中
心
は
主
に
鎌
倉
・
室
町
時
代
）

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

第
四
二

・
四
三
次
調
査
区
は
、
遺
跡
包
蔵
中
州
の
南
部
に
位
置
し
、
東
西
二

Ｏ
ｉ
四
〇
ｍ
、
南
北
約

一
〇
〇
ｍ
の
約
二
九
〇
〇
∬
で
あ
る
。
こ
の
調
査
区
で

は
、
主
に
室
町
時
代
の
様
相
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

室
町
時
代
前
半
で
は
、
遺
跡
南
半
部
に
広
が
る
東
西
柵
群
が
引
続
き
展
開
し第42・ 43次調査位置図

（東
西
柵
１
ぞ
５
）、
町
割
の
骨
組
み
を
な
し
、
内
部
に
丼
戸
１

・
２
や
数
多
く
の

上
坑
や
柱
穴
が
み
ら
れ
る
。

室
町
時
代
後
半
に
は
、
調
査
区
を
取
囲
む
よ
う
に
、　
一
辺
約

一
Ｏ
Ｏ
ｍ
、
幅

一
〇
を

一
五
ｍ
の
環
濠

（濤
１
。
２０
）
が
巡
り
、
内
部
を
区
画
す
る
よ
う
に
溝
３

が
掘
ら
れ
、
堅
固
な
石
列
を
持
つ
溝
１６
や
当
遺
跡
で
は
最
大
の
石
組
井
戸
４
な

ど
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
検
出
遺
構
や
出
土
遺
物
の
様
相
か
ら
、
こ
の
環
濠
に

囲
ま
れ
る
地
区
は
、
民
家
が
建
ち
並
ぶ
集
落
で
は
な
く
、　
一
つ
の
居
館
的
な
要

素
が
濃
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

木
簡
は
、
室
町
時
代
前
半
で
は
池
２
、
室
町
時
代
後
半
で
は
、
溝
１

。
２０
、

溝
３
、
井
戸
４
か
ら
出
上
し
て
お
り
、
付
札

・
帳
簿
的
な
も
の
、
御
札

・
呪
符
、

聞
香
札
と
考
え
ら
れ
る
も
の
な
ど
、
様
々
な
性
格
の
も
の
が
あ
る
。

池
２
は
南
北
九
ｍ
、
東
西
四
ｍ
の
方
形
の
も
の
で
、
当
初
は
集
落
の
区
画
施

設
の
機
能
を
有
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
西
側
か
ら
戊

・
灰
や
焼
け
た
礫
が
大
量

に
投
棄
さ
れ
て
お
り
、
火
災
後
の
廃
棄
場
所
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
炭

・
灰

・

礫
層
の
中
に
呪
符
が
含
ま
れ
て
お
り
、
他
に
も
白
磁
水
注
、
四
耳
壷
、
備
前
焼

小
重
、
炭
化
米
、
壁
土
等
が
出
土
し
て
い
る
。

溝
１

・
２０
は
、　
一
九
七
五
年
の
第

一
五
ぞ

一
七
次
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た

環
濠
Ｓ
Ｄ
七
六
〇
で
あ
る
。
溝
３
は
、
長
さ
三
五
ｍ
、
幅
五
ｍ
ほ
ど
の
も
の
で
、

当
初
は
Ｓ
Ｄ
七
六
〇
と
合
流
し
て
い
た
が
、
や
が
て
合
流
部
は
埋
め
立
て
ら
れ

て
通
路
に
さ
れ
て
い
る
。　
一
九
七
五
年
の
調
査
で
は
、
Ｓ
Ｄ
七
六
〇
か
ら
明
応

二
年

（
一
四
九
一こ

銘
の
板
塔
婆
が
出
土
し
て
い
た
が
、
今
回
溝
３
か
ら
甥
応
四

岡

Ｖ
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年

（
一
四
九
五
）
銘
の
御
札
が
出
土
し
た
。

溝
３
か
ら
は
大
量
の
上
器
類
を
始
め
、
多

種
多
様
な
木
製
品
類
、
鉄
製
熊
手
、
茶
臼

等
の
膨
大
な
遺
物
が
出
土
し
、
特
に
紀
年

銘
御
札
の
出
土
は
土
器
類
の
編
年
を
考
え

る
上
で
貴
重
な
も
の
に
な

っ
た
。
こ
の
Ｓ

Ｄ
七
六
〇

・
溝
３
か
ら
は
、
御
札
の
他
に

も
、
呪
符
、
付
札

・
帳
簿
的
な
も
の
が
出

土
し
た
。

井
戸
４
は
内
径

一
・
三

ｍ
の
石
組
井
戸

で
、
内
部
に
は
大
量
の
上
器
類

・
木
製
品

類
の
他
に
、
鎧
の
小
札
も
み
ら
れ
た
。
そ

し
て
聞
香
札
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が

一
四

点
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

池
２

①
　
　
「
・ミ

・ミ
・ミ

・ミ
・く

（符
篠
）

Ｓ
Ｄ
七
六
〇

つ

（］⇔φ
ｂ
）
×
］■
い
×
⇔
　
Ｐ『ト

一簡
第
４２
次
調
査
嚇
諄
―
―
上ド
‐
一
‐Ｋ９
‐
‐
ヤ
第
」
類
調
査
区

棄

ｅ

て

，ミ
衣

〔急

々
如
律
令
己

Ｔ

力
〕
　

　

　

□
口
日

日
口

回
□
□
□

「
ｏ
五
□
□
九
日
□
□

ま

へ
□
□
□
□
升
」

（∞〇
〇
）
×
ヽ
い
×
∞
　
μ『
ト

Φ
い
×

〕
９

頓
Ｘ

Ｐ
Ｎ
　

騨
〇
〕

　

　

‐

・
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⑫

（梵
字
）

買
四
仏
）
口
奉
修
正
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置
受
黒
受
⇔
」ュ

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
應
三
年

〔宿
力
〕
　
　
　
〔法
，
〕

（四
仏
）
国
回
看
誦
修
正
三
ケ
日
□
国
回
回
□
□
守
護
」

ド【ド～
×
り，
頓×
卜・い　
μ『ψ

「
盆
仏
）
蒸
で
咄
灰
曜

（符
籐
）
　
　
　
　
μΦ岳
溢
Ｐ
■
∞
極

名
＜
刀
二
助
二
郎

」

。
一
＜
囚
一助

二
旺
酪

欧

電
　

　

　

　

　

　

　

　

　

ド⇔支

Ｎ
・受

ヽ

ド麟

。「　　　　学一やけけヵ〕

Ｏ

二
斗
二
升

は
く
ま
い
」

。
「
ｏ

十

二

月

十

九

日

」
　

　

　

　

　

　

　

　

Φ
ф
一貿

欝

受

Ｈ

と

や

⑬

井
戸
４

（⑩〕　　　　　「
　一　
・」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∞∞・む
〉〈^
ドφ）
Ｘ
�　　　　　　　　　　　　（硼〕

ハ硼）　　　　「‐一　一」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∞ド
×
い０・ф
〉〈ヽ
一ω

〔団）二

‐一一一　　　　　　　　　　　　　　‐　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（�∞・節）
Ｘ
（洋一・ｕ）〉〈］

⑮ ⑫  a9l10llD

。
「
ウ
」

。
「
向
］
」

「
一
言
Ш
」

。
「
一一　
　
　
」

名

す
ま
」

。
「
一
一　
　
　
　
」

。
「
わ
か
な
」

。
「
一
一　
　
　
」

名

あ
ふ
ひ
」

。
「
一　
　
　
　
　
　
　
」

，
「
は
▼
き

ゝ
」

。
「
日
日
　
　
　
　
」

ｏ
「
わ
か
な
」

。
「
一一　
　
　
　
」

名

あ
ふ
ひ
」

Ｏ
ω
Ｘ

（
岸
一
）
×

〕

∞
φ
あ

×
串
∞
Ｘ

蛉

ф
ヽ
×

禅
⇔
Ｘ

や
，い

ф
ド
×

騨
∞
×

や

∞
⇔
翫

×
中
μ
Ｘ

ω

卜
】
Ｘ

や
Ｐ

ф
×

∞

ヽ
０
い
×

μ
『
×

∞

０ヽ
×
（ドｒ
ｍ）
×
〕



《
脩
警
一

1989年出上の木簡

― ―

l

(5)
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お
峰

。
「
一
一　
　
」

名

み
□
」

名

□

卜
騨
～

×

岸
ざ

釦
×

ｒ

ｍ

っ   (7)

名
回
の
回
□
」

硲昭
　
　
。
「
〓
一」
も

し
く

は

。
「
四
」

印 一
L  L

∞
Φ
×

μ
〕

∞
×

Ｆ

］

ヽ
∞～
×
（μド
）̈
Ｘ
Ｎ
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④
　
。
「
ｏ
に
□
た
ま
□

□
□

。
「
　

□

ｏ
十
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（五

伽Ｘ
ω貿
ω
霊

こ
れ
ら
の
木
筒
の
中
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
が
⑨
ｉ
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は

四
種
類
の
素
材
を

「
一
・
二

・
三

・
客

（ウ
ご

に
仮
定
し
て
競
う
四
種
茶
勝
負

な
い
し
十
種
香
、
即
ち
闘
茶
も
し
く
は
聞
香
に
使
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。　
一
般
に
闘
茶
は
室
町
時
代
中
頃
に
衰
退
し
た
と
言
わ
れ
る
が
、
こ
の
井
戸

内
の
共
伴
遺
物
の
中
心
は
戦
国
時
代
の
初
期
で
あ
る
。
そ
し
て
⑭
を
⑬
に
は
、

「す
ま
」
「わ
か
な
」

「あ
ふ
ひ
」

「は
ヽ
き
ゝ
」
と

『
源
氏
物
語
』
の
巻
名
が

記
さ
れ
て
い
る
が
、
聞
香
の
方
法
の
中
に

「源
氏
香
」
が
あ
る
こ
と
が
注
目
さ

れ
る
。
文
亀
元
年

（
一
五
①
こ

の

『
後
法
興
院
政
家
記
』
（近
衛
政
家
の
日
記
）

に
源
氏
香
の
記
載
が
見
え
る
が
実
際
の
方
法
は
不
明
で
、
現
在
に
伝
わ
る
方
法

は
、
五
種
類
各
五
包
の
順
次
の
異
同
を
喚
ぎ
わ
け
て
、
計
五
二
通
り
に
な
る
組

合
せ
を
、
そ
れ
ぞ
れ

『
源
氏
物
語
』
の
巻
名
に
あ
て
る
も
の
で
、
様
式
の
完
成

は
江
戸
時
代
初
期
の
寛
永
年
間
と
言
わ
れ
る
。
源
氏
香
の
存
在
や
時
代
背
景
を

考
慮
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
聞
香
に
使
用
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る

が
、
方
法
と
し
て
は
数
字
が
示
す
よ
う
に
十
種
香
で
、
巻
名
は
参
加
者
を
特
定

す
る
た
め
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
聞
香
札
の
出
土
例
は

一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
に
続

い
て
二
例
日
で
あ
る
。

０
２
肉
は
屋
号
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
、
当
遺
跡
で
は
初
例
で
あ
る
。
「刀

二
」
の
意
味
が
不
明
だ
が
、
こ
の
屋
号
を
持
つ
商
家
か
ら
助
二
郎
に
宛
て
ら
れ

た
刀
二
本
の
付
札
と
も
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
助
二
郎
に
敬
称
が
付
い
て
お
ら
ず
、

商
家
と
助
二
郎
の
関
係
に

一
考
を
要
す
る
。

④
Ｏ
は
共
に
修
正
会
に
関
わ
る
御
札
と
考
え
ら
れ
る
。
０
の
二
文
字
目
は
、

「奉
」
な
い
し

「奏
」
と
み
ら
れ
る
。
０
は
梵
字
で
不
動
明
王
を
記
し
た
呪
符

で
あ
る
が
、
下
部
は
削
ら
れ
て
杓
子
の
よ
う
な
も
の
に
再
加
工
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

以
上
、
主
な
も
の
に
つ
い
て
の
み
簡
単
に
触
れ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ

の
地
区
は

一
つ
の
居
館
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
る
の
が
妥
当
で
あ
り
、
今
回
出

上
し
た
木
簡
も
そ
の
こ
と
を
背
景
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

９
　
関
係
文
献

田
邊
英
男

。
下
津
間
康
夫

・
福
島
政
文

。
鈴
木
康
之

「草
戸
千
軒
町
遺
跡

第
４２

・
４３
次
調
査
略
報
」
翁
草
戸
千
軒
』
配
２０３
　
一
九
九
〇
年
）

下
津
間
康
夫

「草
戸
千
軒
町
遺
跡
第
４３
次
調
査
区
出
上
の

『
聞
呑
札
』
に
つ

い
て
」
翁
草
戸
千
軒
』
脱
１９７
　
一
九
八
九
年
）

志
田
原
重
人

「正
月
の
仏
教
行
事
―
―

『
修
正
会
』
に
関
す
る
覚
書
―
―
」

翁
草
戸
千
軒
』
醜
２０５
　
一
九
九
〇
年
）

広
島
県
草
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研
究
所

『
草
戸
千
軒
町
遺
跡
―
―
第
四
二
ｉ

四
五
次
発
掘
調
査
概
要
―
―
』
（広
島
県
草
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研
究
所
年
報
　
一
九

八
九
。
一
九
九
〇
　
一
九
九
一
年
刊
行
予
定
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（下
津
間
康
夫
）
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